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ス キ ー発祥 の歴 史 につ い て の定 説 は ない が,そ の発 生 は 古 く,輪 カ ンジ キ

が 発 達 した とい う説 や 最初 か ら現 在 の よ うに 滑 る道 具 と して あ った とい う説

が あ り,こ の よ うな原 始 的 ス キ ーは,北 欧 や シベ リアお よび アル タ イ地 方 に

お い て は,す でに4000年 ～5000年 前 に 考 案 され,実 用 化 され て い た と推 定

され て い る。 そ して,こ の古代 の ス キ ー も狩 猟 とか 交通 用 具 とい った,い わ

ゆ る生活 に 結 びつ いた 必需 品 で あ った ものが,そ の 後,北 欧 等 に お け る冬 の

戦 闘 に 欠 くこ との で き な い軍 の 兵器 と して使 用 され た。
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当時,2メ ー トル 以上 もの長 い ス キ ー と長 い一 本杖 で 船 を漕 ぐよ うな 滑 り

を して い た ス キ ー も,現 在 で は 用具 の改 良 とか,リ フ ト,ケ ー ブル の発 達,

指導 法 の進 歩 に よ り,そ の技術 到達 目標 もシ ュテ ムか らパ ラ レル へ,さ らに

は 急斜 面,深 雪,悪 雪,凹 凸 等 の 変化 す る斜 面 に 適 応 す る技 術 へ と進 歩 し,

よ り早 く,よ り正 しい ス キ ー術 あ 習 得 を モ ッ トー と した 技 術 分 析 が 深 め ら

れ,研 究 が進 め られ て い る。

この よ うな研 究 は,単 な る・ミイ ン シ ュピ ールか ロ ーテ ィシ ョソか とか,国

家 間 の威 信 とか 自尊 心 とい った もの で は な く,「 世 界 の スキ ーを ひ とつ に」

とい った ス キ ー技 法 の 国際 化 の 中 で,自 国 の ス キ ーを 考 え て い か な けれ ば な

らな い 時代 で あ る。 本 稿 で は と くに オ ー ス トリア と フ ラン スの歴 史 的 ス キ ー

技術 の推 移 を なが め な が ら,こ の 問題 を 考 察 して い きた い と思 う。

皿 ス キ ー の ス ポ ー ツ 化

北 欧 な い し中央 ヨー ロ ッパに お い て古 くか ら生 活 の 道 具 と して,冬 の戦 闘

に 欠 く こ との で きな い兵 器 と して,自 然 発 生 的 に発 達 して きた 実 用 の スキ ー

が,物 的 目的 を離 れ人 間 の本 能 と もい うべ き楽 しみ を 満 す た め の ス ポ ー ツ と

して芽 生 え は じめた のは1700年 代 の後 半 か ら1800年 隣 か け て で あ り,こ の

頃 す で に ノル ウ ェーで は ス キ ー ・レー スの よ うな ものが あ った 。

1.ジ ャソ プの発 生

この原 型 とみ られ る ものは,走 幅 とび の よ うな方 法 で高 い所 か ら雪 中 に

飛 び込 む とい った 感 じの もので,現 在 の よ うに ラ ンデ ィソ グ ・バ ー ソを整

備 して 飛 ぶ よ うに な った の は1800年 の は じめ頃 か らの こ とで あ り,そ の
(1)

当時 は 飛 距 離 と上 に あ が った 高 さにつ い て も 争 わ れ た とい わ れ,1800年

代 に いた って 現在 の よ うな飛 距 離 と フ ォー ムの総 合判 定 に よ る試 合形 式 が

で き あが り,技 術 的 に も急 速 の進 歩 を示 した よ うで あ る。

1877年 に は ク リス チ ャニ ア(現 在 の オス ロ)に 世 界 最 初 の ス キ ー ・クラ

ブが 生 まれ,そ の2年 後 に は ク リス チ ャニ ア郊 外 の フゼ ビ ーで第1回 ジ ャ

(1)ス キー発達史 野崎 彊著 実業之 日本社



榊 陣1皆 技 一):,t術llの 推 移 (郵)

ソプ大会が行 なわれ,大 会に参加轟懸勲回 マ献φ地宙 峰少年達鳳済 ピ蛍 ド

をつけて勇敢 に踏切台か ら空中に と醸出 し潟葵 イナ郵藪灘飛 ゐ薗寮定 した

跳躍 と着地をみせた のに対 し,他 の多 くの人 看は制動 に まゆて助走 の 系 ピ

ー ドを殺 し,ジ ャン プとい うよ りは滑 り落 ちた とい う感 渇看灘魁紅本伝 え
く　ラ

られ て い る。 この大 会 は,今 日 まで 国王 一 家 が 臨席 し,現 在 世 界 最 高⑳ 大

会 とい われ る ホ ル メン コー レン大 会 の基 盤 とな った もの であ る。

2,レ ース競 技 の誕 生

1740年,軍 隊 に ス キ ー隊が 編 成 され,こ れ ら軍 隊 に おけ る スキ ー訓 練 や

スキ ー ・レー ス(賞 金 レース)は,民 間 人 に も大 きな影 響 を 与 えた。 さ ら

uelS60年 に は,王 室 が 勝者 に賞 を与 え るな どに よって ス キ ー競技 は一 層

の 発展 をみ るに いた った。 ス キ ー ・レー スに お け る世 界 最 初 の組織 的 な競

技 会 は1834年 に トロム ソ(Tromso)で 行 な われ た こ とに な っ てい る。

つ ぎの組 織 的 競 技 会 は1862年 トリシル(Trysil)で 開 か れ,レ ース は ジ

ャン プと滑 降 で1位 の賞 品 に スキ ーが 出 され,競 技 会 最大 の呼 び もの は,
くの

丘 の 頂 きか らの旗 取 りレー スだ った といわ れ て い る。

1861年 に は,ス キ ーを振 興 す るた め の政 策 が と られ,1866年 頃 か らの

競 技 会 は 本格 的 な もの とな り,エ リニ グ 。バ ッケ ン,ソ ン ドル ・ノル トハ
くり

.イ ムな ど数 々の名 選 手 を輩 出 して い る。 この よ うに ス キ ーが 冬 の ス ポ ー ツ

と して 一 般 に 広 く愛 好 され,こ れ ら競 技 会 は ノル ゥ ェー各 地 で盛 んに 行 な

わ れ,テ レマ ー クの技 術 は ノル ウ ェー各 地 に 侵 透 し,ス キ ー熱 は 益 々 も り

あ が り全 国民 的 な ス ポ ー ツ と して 発展 して い った 。

3.ア ルペ ン競技 の誕 生

1927年,ア ー ノル ド・ラ ン,ア ラ ソ ・デ グ ビル,W・R・ ブ ラ ッケ ンな

どに よ り,ス キ ー登 山に おけ る下 山 の際 に立 並 ぶ 樹 木 や岩 を利 用 し,そ の

状 況や 変 化 に 適 応 した滑 りを試 み,そ れ に 林 間 コ ース,制 動 林道,轡 曲林

(2)SAJス キー教程 全 日本 ス キー連盟(1972年 度 版)ス キ ー ジャーナル社

㈲ 前掲,ス キー発達史 野崎 彊著 実業之 日本社

(4)世 界 のスキー 福 岡孝行著 実業之 日本社
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くの

道,急 回 転 等 の名 前 をつ け,回 転競 技 をつ く りあ げ た と され て い る。

本 格 的 な 回転 競 技 と しては,1922年1月 の ミュー レンに おけ る 「山 岳 ス

キ ー ・チ ャ レンジ ・カ ップ」 を め ぐって行 な わ れ た もの が最 初 といわ れ,
くの

1本 目は 硬 い雪 の コ ースを 滑 り,2本 目は深雪 の コー スで 行 な われ た よ う

で あ る。

当時,ス キ ー競 技 とい えば,距 離 とジ ャン プが 主 で あ って,滑 降 や 回 転

は 北 欧 の人 々に仲 々理 解 され な か った。 この よ うな事 情 の 中 で北 欧 勢 の賛

(7)

成 を 得,カ ソ ダハ ー競 技 が 行 な わ れ た のが1928年 で あ る。1936年 に は ド

イ ツの ガル ミ ッシ ュ ・パ ル テ ソ キル ヘ ン大 会(第4回 冬 季 オ リソ ピ ック大

会)で オ リン ピ ッ ク種 目 と して 正 式 に採 りあ げ られ るに い た りス キ ーは益

々大 衆 化 して い った。

4.国 際 冬 季 大 会 の 開 催

オ リン ピ ックに ス キ ー種 目が 参 加す る よ うに な った のは,1924年 フ ラ

ン ス の シ ヤ モ ニ ーに お け る第8回 オ リン ピ ック冬 季 大 会 と して 開 か れた も

の で あ って,こ れ が 後 に第1回 冬 季 オ リン ピ ック大 会 と呼ば れ た もの であ

る。 この大 会 に は,北 欧3国,中 欧 諸 国,ア メ リカな ど16ケ 国293名 が

参 加 し,長 距離,耐 久,複 合,ジ ャソ プ等 の種 目に よって競 技 が 行 なわ れ

た 。

アル ペ ン種 目(滑 降,回 転)が 正 式 オ リン ピ ック種 目と して登 場 した の

は1936年(昭 和11年)に ドイ ツの ガル ミッシ ュ ・パ ル テ ソキ ルヘ ンで行

な わ れ た第4回 冬 季 大 会 か らで あ り,こ の大 会 に は28ケ 国,756名 の選 手

が 参 加 して お り,日 本 か ら も5名 の 役 員 と10名 の選 手 が 参 加 して い る。

世 界 スキ ー選 手 権 大 会 は,ホ ル メン コー レン大 会 と並 ん で世 界 最 高 の ス

キ ー大 会 で あ るが,国 際 スキ ー連 盟(F・1・S)は,オ リン ピ ックの 中間

に この大 会 を 開 くこ とを 決 め て い る。 この大 会 は 参 加選 手 の 制限 が な く多

くの選 手 が 出場 し,名 実 と もに世 界 最高 の技 が あ らそ わ れ る大 会 であ る。

現 在 で は,こ れ ら国際 大 会 に お け る各 国 の進 出は 目ざ ま しく,ス キ ーは 今

(5×6)(?)前掲,世 界のスキー 福岡孝行著 実業之 日本社
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や特定 国の特技 とは いえない までに発展 しつつ あ る。

皿 近代 スキ ーの発達

(43)

1700年 代 に おけ る軍 隊 で使 用 され て いた ス キ ーは,左 右 の 長 さの異 な った

もの で あ った が,テ レマ ー ク地 方 の ス キ ーは 現在 の よ うな 両 ス キ ー と も長 さ

の等 しい ものが 使 用 され,こ の よ うな スキ ーは斜 面 に 適応 しやす く,ス キ ー

操 作 も楽 で あ る と主 張 され て いた 。

また,テ レマ ー クの人 々は 小 さい 頃 か ら凍 った斜 面 とか,林 道 を通 る急 激

な斜 面 な ど,変 化 に富 ん だ コー スで練 習す るため に,テ レマー ク的 な 回 転技
(8)

術 は必 要 条 件 と して生 まれ た と もい わ れ て い る。

1891年 に は,ブ リチ ョフ ・ナ ンセ ン の 「ス キ ーに よ る グ リー ン ラン ド横

断」 が 出版 され,こ の 本 は多 くの人 々に読 まれ,今 まで の スキ ーが 近 代 スキ

ーへ転 換 す る契 機 とな り,ド イ ツ,オ ース トリア,ス イ スへ とス キ ーに対 す

る関 心 は 高 ま り,試 み る人 々 も多 くな って,ス キ ーは 中央 ヨー ロ ッパ へ と次

第 に深 ま ってい った。

マ チ ァス ・ツ ダ ーソレス キ ー もまた ブ リチuフ ・ナ ン セ ンの本 を読 み,6冬

の間,全 く1人 で ス キ ー と取 り組 み,ス キ ー一を短 く した り,両 杖 を 単杖 に し

た り,ス キ ーの 幅 を細 く した り,滑 走 面 の溝 をな く した りの改 造 を加 え,さ

らに全 金 属 性 の 締具 を完 成 してい るら 彼 の ス キ ー術 の 目標 は,い か な る山 地

を も転 ろば ず に 滑 め らか にす べ りこなす こ とであ り,そ の技 法 は短 い スキ ー

に1本 杖 を 用 い,杖 にた よって バ ラ ンスを 保 ち,急 斜 面 を 安 全 に滑 降す る と

い った現 在 の シ ュテ ム ・ボ ーゲ ン的 な技 術 で あ った 。

1896年 に彼 は 「リ リエ ン フ ェル トの スキ ー術 」 を 出版 し,滑 降 技 術 は 始 め

て こ こに 体 系 づ け られ た の で あ る。 そ して,そ れ は 終 始,制 動 を基 本 と して

体 系 づ け られ た 技術 で あ った。 この よ うな 低速 ス キ ー術 は,ス キ ーに 慣 れ な

い 中 欧 の 人 々や 急 峻 な アル プス の地 形 に も妥 当 な もの と して 急激 に 中欧 諸 国

に 広 が り,一 般 ス キ ーヤ ーの 人気 を博 した 。 こ こに北 欧 人 の ノル デ ック ・ス

(8)前 掲,ス キー発 達史 野崎 彊 著 実業之 日本社
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キ ーに対 して,ア ル プスの スキ ー術 が 生 まれ た の で あ る。

1.両 派 の統 合

一 般 ス キ ー ヤ ーの 人気 とは逆 に ノル ウ ェー派 の専 門家 た ちは ,ス キ ーは

ス ピー ドが 生 命 で あ り,安 全 か つ ス ピーデ ーな滑 りこそ 最 も大切 で あ る こ

とを 主 張 した。 しか し,こ の主 義 主 張 と技 術 的相 違 は,両 者 の地 形 的 相 違

に よる もの で あ って,こ れ らの論 争 は,む しろ ス キ ー技 術 の発展 に プ ラ ス

した と もい え る。

近 代 スキ ーな い しは 山 岳 ス キ ー術 のつ ぎの転 機 を つ くった の は,オ ー ス

トリア の軍 人 で ゲオ ル ク ・ビル ゲ リーで あ る。 彼 は ツ ダー ル スキ ーの シ ュ

テ ム技 術 の 上 に さ らに ノル ウ ェー流 の技 術 を と り入 れ,両 者 の統 合 を はか

り,単 杖 を捨 て て両 杖 を採 用 し,軍 の指 導 要 項 に テ レマ ー ク型 の ス キ ーを

取 り入 れ る と と もに山 岳 ス キ ーを公 に し,一 般 の スキ ーに も貢 献 した 。 技

術 的 に は シ ュテ ム技 術 と ク リス チ ャニ アを結 び つ け,近 代 スキ ーの基 礎 を

固め た とい え よ う。

2,ア ール ベ ル グ ・ス キ ー術 の確 立

この よ うな両 杖 を 使 い,ホ ッケ姿 勢 を 基 本 と して の シ ェテ ム技 術 は アル

プ スの 山 々で さ らに 発 展 を とげ,ハ ンネ ス ・シ ュナ イ ダ ーへ と受 け つ が れ

て い った。 彼 は第1次 大戦 に 召 集 され,山 岳 部 隊 で ス キ ーの指 導 に 当 た る

こ とに な り,ビ ル ケ リーの教 育計 画 に 基 づ いて1ケ 月 で1人 前 の スキ ー山
くの

岳兵を仕上げ る任務につ いた。彼 の行な った4週 間計 画案は,つ ぎの よう

な ものであ った。

第1週 一 直滑降,全 制動,半 制動お よび登行の各技術。

第2週 一全制動回転,半 制動回転 お よび これ らの技術 を実地に応用 した

ツ ア ー 。

第3週 一 第2週 の反復 練 習 を 行 な うと と もに 更 に急 な斜 面 で練 習 させ,

内 ス キ ー の引 きつ け を早 め る。

第4週 一 全 員バ トロー一.一ル の装 備 をつ け,シ ュテ ム ・ク リス チ ャニ アで転

{9)前 掲,世 界の スキー 福 岡孝行著 実業之 日本社
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ろば ず に相 当な ス ピー ドで滑 降 しうる よ うにす る。

この よ うに して彼 は リ リエ ン ト派 の低 速,ノ ル ウ ェー派 の高速 に対 す る

不 安 定 な 面 に 改 良を 加 え,よ り高 速 と安 定 性 を モ ッ トーに 急 峻 な地 形 の征

服 に成 功 した 天才 ス キ ーヤ ーで あ る。 彼 の この 天才 に注 目 した のは,ス キ

ー理 論 家 と して有 名 な ア ー ノル ド ・プ ア ソ ク博 士 で あ る。1920年 に ア ー一

ノル ド ・プ ア ン ク監 督,シ ュナ イ ダ ー主 演 の 「スキ ーの驚 異 」 の 撮影 に 加

qO)

わ った の を始 め と して,翌 年 に は 「エ ン ガデ イ ンの狐 狩 り」 「山 との闘 い」

(1D

な ど,さ らに4年 後に は 「ア ール ベ ル グ ・バ イ ブル」の書 を 出版 す るな ど,

映 画 ・著 書 を 通 じ,ツ ダー ル スキ ー,ビ ル ゲ リーの 基礎 の上 に,い わ ゆ る

ア ール ベ ル グ ・ス キ ー術 と呼ば れ る指 導 体 系 を 確 立 し,こ れ らプ ア ン ク博

士 の協 力 に よ って,た ち まち 全世 界 の脚 光 をあ び る こ とに な った。

彼 の技 術 の 中核 とな った もの は,シ ュテ ム ・ボ ー ゲ ン とシ ュテ ム ・ク リ

スチ ャニ アで あ った 。 な お,当 時 の技 術 な らび に指 導 に み られ た特 徴 と し

ては,シ ュテ ン メソ な い しは プル ー クは 回転 技 術 の 最 も重 要 な 基礎 と さ

れ,回 転 の原 動 力 と して は 立 ち上 り抜 重 が 用 い られ た。 滑 降 の基 本姿 勢 と

して は,両 ス キ ーを 開 き,低 く屈 身 した ホ ッケ姿 勢 が と られ,抜 重 の際 の

上 下動 が 目立 ち,回 転 方 向に身 体,と くに 上体 を まわ しこみ 回転 力 とす る

動 作 が み られ た。

3.パ ラ レル技 術 の誕 生

シ ュナ イ ダーに よって 高 速 に耐 え るた め の技 術 が 公 に され,ス キ ーが 冬

季 の ス ポ ー ッ と して 益 々一 般 に広 く愛 好 され る よ うにな り,こ れ らの発 展

とと もに競 技 会 が 盛 ん に 開催 され るに つ れ,さ らに 高速 追 求 の スキ ー術 が

要 求 され る よ うに な った。1928年 の ア ール ベ ル グ ・カ ン ダ・・一大会 の結

果,イ ソス ブル ックの競 技 者 達 は,ア ール ベ ル グ ・ス キ ー術 の シ ュテ ムが

競技 ス キ ーに不 利 で あ る点 を認 め,シ ュテ ムを排 しパ ラ レル ・ク リス チ ャ

ニ アを 主 と した,い わ ゆ る 「イ ソス ブル ッ ク系 」 といわ れ る スキ ー術 を考

(ゆ 前掲,世 界の スキー 福 岡孝行著 実業之 日本社

(ID前 掲,SAJス キー教程 全 日本 スキー連 盟(1972年 度版)ス キー ジャー ナ
ル社 ・
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え 出 した の で あ る。

アン トン ・ゼ ー ロス もシ ュテ ムを用 いず に ロー テ ィシ ョソを回 転 の 主 力

と した パ ラ レル技 術 を考 え出 した一 人 で あ るが,彼 の アルペ ン競 技 に お け

る輝 か しい勝 利 の連 続(1933,35,F・1・S回 転,新 複 合優 勝)は 競 技 者

ば か りで な く一 般 の 人 々に も大 きな影 響 を与 えた 。 彼 の独 特 な回 転 は 「ゼ

ー ロス ・シ ュヴ ソ ク」 また は 「テ ソポ ・シ ュヴソ ク」 と呼ば れ ,そ の ス キ

ーを ぴ た っ と揃 えた 回転 は ,立 ち上 り抜 重 と ロー テ ィシ ョンお よび 強 い フ

ォア ラー ゲが著 しい特 徴 で あ った 。

4.戦 後 の オ ース トリア ・ス キ ー術

第2次 大戦 で敗 れ た オ ー ス トリアは,フ ラン スの 占 領 下 に あ って,ス キ

ー場 も思 うよ うに 使 え な い状 態 に あ った 。 しか し,こ の 占領 下 に お け る2

シ ー ズ ンは,オ ー ス トリアに と って フ ラン ス ・スキ ー術 を じっ く り学 び 研

究 す る好 機 とな った 。

1956年 に は,ア ール ベ ル グ ・ス キ ー学校 の ル デ イ ・マ ッ トと オ ー ス ト

リア国 立 ス キ ー学 校 の ス ア フ ァン ・クル ッケ ンハ ウザ ー教 授 が 中 心 とな っ

て,フ ラ ンス の ス キ ー技 術 を充 分 検 討 す る と ともに,ナ イ ゲ ン ・マチ アス

と ジ ヨバ ン ニ ・テ ス タ 共 著 の 「自然 な ス キ ー」(1936年),ト ニ ー ・ ドウ

チ ァと クル ト・ライ ンル に よ る 「今 日の ス キ ー」(1937年)の 両 著 に み ら

れ る,ひ ね りの否 定,反 ロー テ ィシ コン,斜 滑 降 一 横 す べ りの重 視,外

傾 ・谷 ス キ ー荷 重,膝 ・腰 の前 傾 前 圧 等 の特 徴 を 徹底 的 に研 究 し,「 オ ー

ス トリア ・ス キ ー教 程」 を 作 りあげ た 。

この教 程 にみ られ る特 徴 は,谷 まわ りの際 の 「キ ッカケ」 に シ ュテ ムを

使 い,斜 滑 降 一横 すべ り一 山 まわ りク リスチ ャニ アの系 列 に シ ュテ ム ・ボ

ー ゲ ンを 組 み 合 わせ た シ ュテ ム ・ク リスチ ャニ アを 指 導 の中心 と し,ゲ ー

ゲン ・フ ェル ヴ ィンデ ソ とい う新 用 語 を 打 ち 出 し,荷 重 しな い 開 き出 しと

ゲ ーゲ ソ ・フ ェル ヴ ィソ デ ソを 結 びつ け て パ ラ レル ・ク リス チ ャニ アへ発

展 させ,オ ース トリア ・ス キ ー術 の特 徴 で あ るバ イ ン シ ュ ピール ・テ クニ

ックを身 につ け る基 礎 と して い る。 この シ ュテ ム ・ク リスチ ャニ アの特 徴
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とな って い る ものは,① 荷重 しな い 開 き 出 し,② 逆 ひ ね り,③ 体 重 の移 し

か え,④ 踵 の押 し出 し,⑤ くの字 姿 勢,⑥ 体 の外 向 き,な どで あ り,フ ェ

ル ビンデ ン とフ ェル ゼ ン ・シ ュー プが,こ の 回転 を 特 徴 づ け る もの とな っ

て い る。

戦 前 ・戦 後 に お け るス キ ー場 の 大 きな変 化 と して は,戦 後 の リフ トや ケ

ー ブル の普 及 ・発展 で あ る。 これ らス キ ー場 の施 設 ・設 備 の進 歩 に よ って

多数 の 人 々に 滑 りま く られた ス キ ー場 は,戦 前 には 見 られ な か った よ うな

凹 凸が いた る所 に で き,こ の よ うな条 件 の 変化 に適 応 馴 化 して い くた め の

回転 と横 す べ りの関 係 が 明 らか に され,横 す べ りは 他 のす べ て の技 術 の基

礎 と して重 要 な もの で あ る と され,指 導 法 の 中 に大 き く取 り入 れ られた 。

そ して,こ れ らの斜 面 を無 難 に こな して 滑 るた め の敏 捷性 のあ る動 き と し

て,高 い姿 勢 と時 計 の振 子 の よ うに下 肢 だ け を 左右 に動 か す バ イ ン シ ュ ピ

ール ・テ ク ニ ックが考 え 出 され た ので あ る。 この技 術 は,基 礎 回転 か ら最

近 の ヴ ェー レソ ・テ クニ ック まで統 一 され て お り,と くに ヴ ェー レン ・テ

ク ニ ヅクでは,最 大 傾 斜 線 へ の 「ス キ込 み」 で 屈膝 平 踏 み に よって先 落 し

を行 な い,フ ラ ッ トの状 態 か ら,さ らに横 ず れを 使 い な が ら,ス キ ーの先

端 方 向に 脚 を伸 ば しなが ら送 り出 して い くとい うわ け で あ るが,山 まわ り

の ク リス チ ャニ アの際 に も同様 な 方 法 が と られ,基 礎 技 術 か ら応 用 技 術 に

いた る まで終 始 一 貫 した 結 び つ きが よ り強 く打 ち 出 され て い る。

5.フ ラン ス の ス キ ー術

ア ー ルベ ル グ技 法 の コー チを 受 け て い た フ ラ ンスは(1932～1934),こ

れ らの コー チに満 足 せ ず,前 傾 に よ るテ ール を浮 か せ て の パ ラ レル ・ク リ

ス チ ャニ アを 主 張 した のが ハ ソス ・ノブル であ る。 また,コ ー チ団 の中 に

もシ ュテ ムに よ る回 転 に 異 議 を とな え る ものが あ り,強 い前 傾 に よる テ ー

ル抜 重 に よって ス キ ーを 回 転 に導 くべ きで あ る と して い るの が,反 ローテ

ィシ ョン と外傾 姿勢 の合 理 性 を理 論 化 した 「今 日のス キ ー」 の著 者 の一 人

トニ ー ・ ドウチ アで あ る。

この間,ア ・一ル ベ ル グ ・ス キ ー術 を 中心 と した シ ュテ ム技 術 と,ロ ーテ
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イシ ョンに よ るパ ラ レル技 術 の主 張 に よ り,ロ ーテ ィシ ョンか反 ローテ ィ

シ ョンか,パ ラ レル か シ ュテ ムか の 問題 が 大 き くク ロー ズ ア ップ され,

1937年 には この論 議 が活 発 に な った。

アソ トソ ・ゼ ー ロス も フ ランス選 手 の コ ーチ を した一 人 で あ るが(1937

年),彼 は い か な る流 派 に も属 せず,独 自の技 法 で滑 って い た。 そ の 滑 り

の特 徴 は,上 体 の強 い ひね り込 み を 使 って 回 転 を 導 き 出 して お り,彼 の

(12)

この技 法 こそ フ ラ ンス派 ス キ ーの 「ロ タ ーシ ョン」 の始 ま りとい わ れ て い

る。

これ ら コーチ に よって 示 された パ ラ レル技 術 の影響 は 選 手 層 のみ な ら

ず,一 般 ス キ ーヤ ー も彼 等 の技 術 を見 習 い高 度 の パ ラ レル技 術 が 各地 に 普

及 して い った。 と くに エ ミー ル ・ア レは ゼ ー ロスの技 術 を徹 底 的 に 分 析 研

究 し,1938年 に ポ ール ・ジ ニ ュー と と もに 「フ ラ ンス の ス キ ー術 」 を 発

表 して い る。

彼 は これ らの技 術 を も とに 滑 降,回 転 等 の 国際 競技 で幾 度 か 優 勝 した ア

ルペ ン の名 手 で あ り,一 般 的 であ る ア ール ベ ル グ ・ス キ ーに対 して,彼 の

ス キ ーは 「よ り高速 」 を モ ッ トー と した競 技 的 な もの で あ った。 こ う した

エ ミー ル ・ア レを 中心 と した フ ラ ソス選 手 の拾 頭 は全 世 界 に セ ソ セ ー シ ョ

ンを 巻 きお こ し,ア レの ス キ ー術 は公 け に認 め られ,こ こに フ ラソ ス派 ス

キ ー術 が 生 まれ た の であ る。

この フ ランス ・ス キ ー術 の特 徴 は,① 強 い前 傾 と リュア ー ド・ア ジ ュニ

イマ ン(屈 身抜 重 の一 種),② ローテ ィシ ョン の強 調,③ プ ロ カー ジ ュ,

す なわ ち 腰 部 を 引 き しめ,脚 部 か らス キ ーに 伝 え る とい う 回転 運 動 であ

り,強 い前 傾 に よる直 滑 降 とデ ラパ ー ジ ュの練 習 か らローテ ィシ ョンで パ

ラ レル ・ク リス チ ャニアに 導 こ うとい うもの であ って,と くに デ ラパ ージ

ュが 基 本 的 な技 術 と して 重 要 視 され た。

ジ ヤ ン ・ビ ュアル ネ とジ ョル ジ ュ ・ジ ュベ ール は,オ ース トリア派 とか

フ ラ ン ス派 とい った 従 来 の観念 に と らわ れ ず,有 効 な技 法 はす べ て 取 り入

働 世界のスキー 近藤 等著 実業之 日本社
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れ る とい った ドライ さ と,動 作 の流 れ に 重 点 を お くとい った 考 え を 基 本 と

して,1956年 に 「現 代 の ス キ ー術 」,「新 しい スキ ー術 」 を発 行 し,さ らに

1960年 に は 「ス キ ・一 ・ウ ェ'一デ ル ン」 を発 表 して い る。 この 中 では,プ ル

ー クの部 分 的 採 用 とか ,ク リス チ ャニア ・レジ ェに お け る立 ちあ が り抜 重

の採 用が み られ る。 さ らに1963年 に は 「最 も新 しい フ ラン ス ・ス キ ー ・

テ クニ ック」 を 出版 す るな ど フ ラン ス ・スキ ーに と って,さ らに新 しい 変

遷 期 を 迎 え た とい え よう。 これ ら技術 の 特 徴 と して は,① シ ュテ ムの採

用,② ロー テ ィシ ョンの 制限 な い し減 少,③ 上 体 の立 った 膝 の前 傾,④ 沈

み込 み一 立 ちあ が り一 沈 み こみ に よ る抜 重 方 法 が採 用 され,さ らに 外 向傾

フ ォー ムが 必 要 に 応 じて 取 り入 れ られ て きた 点 と,指 導 体 系 の 中核 とな る

もの が ク リス チ ャニ ア ・レジ ェで あ り,そ して この 回転 の 「キ ッカ ケ」 と

な るの が,前 方 と回 転 内 側 へ身 体 を投 げ 出す よ うな動 き の要 素 を もつ プ ロ
(13)

ジ ェクシ ョン ・シル キ ュ レール が強 調 され て い る ことで あ る。

そ の 後,フ ラ ソス ・スキ ーは さ らに合 理 化 され,よ り素 早 い,ス ピーデ

ィーな スキ ーへ と発 展 して い る。 アパ ル マ ン とい わ れ る技 法 は,い わ ゆ る

コブ の斜 面 で は 凸部 で 脚 を か か え込 み なが ら,ス キ ーの先 端 方 向ヘ スキ ー

を と らえなが ら横 ず れ を 極力 さけ る よ うに 凹 部 ヘ スキ ーを 送 り出 して い く

とい った地 形 の変 化 に 順 応 させ な が ら,よ り素 早 く滑べ る技 術 が 益 々重要

視 され て い る。-

6.日 本 の ス キ ー一

日本 の ス キ ーは1911年(明 治44年),オ ース トリア の テ オ ドル ・エ ド

レル ・フオ ン ・レル ヒ少 佐が 新 潟 県 の 高 田連 隊 に派 遣 され,若 手 将校 に ス

キ ーを教 授 した こ とか らは じま る。 当時,高 田 で誕 生 した ス キ ーは単 杖 法

に よ る高 い姿 勢 の制 動 回 転が そ の特 徴 であ った。

1916年(大 正5年)に は,遠 藤 吉 三 郎教 授(北 大)が 欧 州 か らノル ウ ェ

ー ・ス キ ーを 持 参 し北 大 生に 紹 介 した 。 と ころ が 札幌 の雪 質,地 形 が ノル

ウ=一 ・ス キ ーに 最 も適 して い る と ころか ら2本 杖 ノル ウ=一 ・ス キ ーが

㈱ 世界のスキー 片桐 匡著 実業之 日本社
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札 幌 の一 般 ス キ ーヤ ーを 中心 に 普 及 しは じめた 。

1930年(昭 和5年),玉 川 ・成 城 学 園 の招 きで ハ ソ ネス ・シ ュナ ィ ダ ー

が 来 日,彼 の強 い前 傾 姿 勢 に よる高速 滑 降 や 回 転技 術 が披 露 され,専 門 家

を は じめ,一 般 ス キ ーヤ ーの 中 に た ち まち浸 透 して い った。 彼 の モ ッ トー

は,① まず 転 ろば ず に確 実 に 滑 る こと,② エ レガ ン トに きち ん と した フ ォ

ー ムを 習 得 す る こ と,③ ス ピー ドを 出 して 滑 る こ とで あ り,プ ル ー ク滑

降,プ ル ー ク ・ボ ー ゲン,シ ュテ ム ・ボ ー ゲ ンが ス キ ーの 基礎 で あ り,こ
(14)

の基 礎技 術 の 習得 を最 も強 調 して い る。

戦前 か ら戦争 初 期 にか けて,日 本 の ス キ ーは アー ルベ ル グ ・ス キ ー術 が

そ の大 勢 を 占 め て い た。 戦 争 は ス キ ー界 に も空 白状 態 を もた ら したが,戦

後 の混乱 が 徐 々に解 消 され るに したが って ス キ ー熱 もまた 増 して い った。

1954年(昭 和29年)2月 に は,フ ランス の ピエ ール ・ギ ヨー と ア ン リ ・

オ レイ エが来 日,フ ラソ ス ・スキ ー術 を各 地 で 指 導 した。 しか し,彼 らの

理論 と実 践 を通 じて疑 問 を もつ 者 もい た。 この よ うに 一 方 で は,ロ ーテ ィ

シ ョン技 術,他 方 では 外 傾 技 術 が 行 な われ るな ど 日本 スキ ー界 に混 乱 が み

られ た。

この よ うな時 期 に,ル デ ィ ・マ ヅ トが 来 日(1958年1月),各 地 で オ ー

ス トリア ・ス キ ー術 を 実 演 した。 この技 術 の特 徴 は,ゲ ー ゲ ソ ・フ ェル ビ

ンデ ンや バ イ ンシ ュピー一ルを強 調 した シ ュテ ムを 基 礎 とす る回転 技 術 であ

った。 この 合理 的 ス キ ー術 は 多 くの ス キ ー ヤ ーに 受 け 入 れ られ,こ れ を 契

機 と して一 般 ス キ ー ヤ ー の技 術 も長 足 の進 歩 を とげ,バ イ ン シ ュピ ール技

術 は,ま す ます 普 及 発 展 す るに い た った。

1963年(昭 和38年)2月,世 界 スキ ー指 導 者 会 議 会 長 の シ ュテ フ ァン ・

クル ッケ ン ハ ウザ ー教 授 は,フ ラン ツ ・フル トナ ー,バ ル トル ・ノイ マ イ

ヤ ー,ホ ル ス ト ・シ ュバ ル ッ ェンバ ッハ らの デ モ ソス トレー ターを伴 って

来 日 した。

1967年(昭 和42年)に は,再 び クル ッケ ンハ ウザ ー教 授 一 行 の来 日が

ω 日本のスキー 福岡孝行著 実業之 日本社
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実 現 し,全 国各 地 で指 導 者 のた め の特 別 研 修 会 が 開か れ(小 樽 天狗 山 で も

1月28・29・30日 の3日 間指 導 員,準 指 導 員 を対 象 に行 なわ れ た),こ こ

で は 特 に シ ュテ ムか らパ ラ レル へ 移 行 す るた め の 壁 とな っ て いた 問題 点

をrブ ライ トの指 導 」 に よって 解決 しよ うとす る試 み が な され,こ の指導

法 の採 用 に よって一 般 ス キ ー ヤ ーが容 易 に パ ラ レル へ進 む こ とが で き る よ

うに な った こ とは,指 導 法上 の一 段 の進 歩 とい え よ う。

この よ うに,ス キ ー後進 国 と して の 日本 は,他 国の知 識 の技 術 導 入 に 余

念 が なか った わ け であ るが,1966年(昭 和41年)に 日本 独 自の立場 で新

しい 技 術体 系 と指 導 法 に よるrSAJス キ ー教 程 」 を 出版 した 。 内 容 的 に

は オ ー ス トリア ・ス キ ー術 の大 きな影 響 の も とに 作 りあ げ られ た もの で あ

るが,立 ち 開 きか らの発展 を軸 と した ブ ライ トに よ るパ ラ レル導 入 の 指導
(15)

体系が示 され てい る。

しか しなが ら,ス キー人 口の急増 とか スキー場 の近代化が進むにつれ,

これ らの変化 した斜 面に適応馴化す る新 しいス キー技術 の要求が生 まれ,

今や世界のスキ ー技術革新 の動 きは 目ざ ま しく,SAT教 育部は,さ らに

技術の分析を進め,新 しい 体系に沿 った 改訂版を 出すにいた った(1972

年)。

改訂版 の主な特 徴は,そ の第一点 と して,技 術体系を整理 した ことであ

り,初 歩的な ウ ェーデルンに到達す るまでの基礎段階 と して,初 歩動作一

基礎滑降技術一基礎 回転技術 と縦の系列 にな らべ,さ らに基礎 回転技術か

ら発展す る高度 な回転技術 と して,踏 みかえて 回転す る 「ステ ップ系」,

テ ールをはねあげて回転の キ ッカケとす る 「ジ ャン プ系」,さ らに抱え込

み送 り出 しをキ ッカケとす る 「曲進系」 とい うように回転時 のキ ッカケに

よって三系列 に まとめ,曲 進系 を この段階に おけ る中軸 と している。なお

高度 化 され る滑降技術やその他の発展性 の高 い技術を 「そ の他 の技術」 と

して横に平列 し,こ れ までに習得 した技術を実際の斜面や雪質 ・コース等

の条 件や 目的に合致 した実践的技術習得を 目指 した 「総 合応用」 と して新

⑯ スキー教程 全 日本スキー連盟1966年 度版 平凡社
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しい技術体系を組み立ててい る点であ る。

第二 点は,指 導法 の 面であ り,基 礎 回転 の 課程 では 「屈膝平踏 み先落

し」 が強 調 され,安 心感 とバ ランスの容易な ブライ トを原則 と した指導が

重視 され,し か も,こ れが発展 段階 に まで積み上げ る一貫性 を もってい る

点であ る。

第三点は,曲 進系技術 とい う新 しい用語が用い られてい る点であ るが,

回転の キ ッカケ時に ターンの軌 跡を とぎ らせ る ことな く,回 転方 向に なめ

らかに スキーを回転 させ るもの。 とい うことでキ ッカケ時の特徴 で,こ の
く　

名称 が 用 い られ た よ うであ る。

この 曲 進系 技 術 の特 徴 は,ス テ ップ系 とジ ャン プ系 が 共 に抜 重 動 作 に よ

って,ス キ ーの テ ール を雪 面 か ら離 して操 作す る のに対 して,曲 進 系 は ス

キ ーを 雪 面 か らで き るだけ 離 さず,し か も常 に ス ピー ドを 減 速す る こ とな

く方 向を 変 え てい くス ピーデ ィな 回 転 で あ り,こ の技 術 の要 点 は,・回転 後

半 の角 付 け か らの平 踏 先 落 し,回 転 内へ の腰 の ス ラ イ ドとス キ ーの先 端 方

向 へ の ス キ ー の送 り出 しに よ って回 転 を導 こ うとす る もので あ る。 この技

術 は,深 雪,悪 雪,凹 凸,ア イ スバ ー ン等 で の 回転 に適 応 性 が 高 い 点 か ら

指 導 の 中心 を,こ の 曲進 系 技 術 の習 得 に お き,基 礎 技 術 の段 階 か ら一 貫 し

て これ を 学 ば せ よ うと して い るのが 目立 った特 徴 で あ る。

① 一 般 ス キ ー の発 達

ハ ン ネ ス ・シ ュナ イ ダーの来 日を契 機 と して,文 部 省 が そ の指 導 に 乗

り出す な ど徐 々に も りあ が りをみ せ た が,ス キ ー連 盟 と して は競 技 ス キ

ー振 興が 精 一 杯 で一 般 ス キ ーの指 導 に まで手 が まわ らなか った とい う面

もあ るが,ア ルペ ン種 目に は あ ま り興 味 を示 さな か った事 情 もあ る。 と

ころ が 昭 和12年 に アル ペ ン競技 が 正 式 種 目 と して採 りあげ られ,エ ミ

ール ・ア レの 「新 しい ス キ ー」 が 紹介 され ,ガ ル ミッシ ュ ・オ リン ピ ッ

クの選 手 団が 本 場 の ア ルペ ン ・ス キ ーを実 際 に 見 学す るに い た り,ス キ

⑱ 前 掲,SAJス キ ー教程(1972年 度版)全 日本 スキー連盟編 スキージ ャー

ナル社
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一連 盟 も一 般 ス キ ー一の 指導 に 力 を 入 れ る こ とに な った 。1931年(昭 和

14年)に は 全 国各地 で講 習会 を 開 き,バ ッジ ・テ ス トを行 な い,翌 年 に

は指 導 員制 度 を 設 け るな ど順 調 な発 展 を示 した が,こ れ も戦 争 に よって

中断 され た 。戦 後 の 立 ち な お りに と もな い戦 前 に も増 して急 速 な テ ンポ

で発 展 した 。 交通 機 関 が 発 達 し,ス キ ー場 の近 代 化 が 進 む に つ れ,老 若

男女,都 会,田 舎,降 雪 地,不 降 雪 地 を 問 わず,一 般 大衆 の 中 に浸 透

し,今 や わ が 国 の スキ ー一人 口は806万 と も1,000万 と もいわ れ て い る。

狩 猟 とか 交 通 用具 とい った 生 活 の 必需 品 と して 自然 発 生 的 に生 まれ た

ス キ ーが,今 や ス ポ ー ツ と して レジ ャー と して の ス キ ーに 変 り,走 った

り,飛 んだ りす る ノル デ ック種 目は敬 遠 され,興 味 中 心 の アルペ ンー 辺

倒 の傾 向 が 強 くな った 。 この異 常 な まで の発 展 と ゲ レンデ の 混 雑 に よ

り,ス キ ー傷 害 等 の憂 慮 す べ き問題 が発 生 して お り,こ れ らの施 策 を真

剣 に 考 え な けれ ば な らな い時期 に きて い る。

ス キ ー技 術 の上 達 は 用 具 と も密 接 な関 係 が あ る。 単 に 深雪 に沈 まず,

ゆ る い斜 面 を真 直 ぐに 滑 るだ け で あ るな らば,長 い 巾の 広 い ス キ ーが 有

効 で あ ろ う。 この ス キ ー の長 さを歴 史 的 に調 べ て み る と,技 術 の発展 過

程 に したが っ てそ の長 さ も短 くな って い る。 現 在 の よ うに技 術 が 複 雑 ・

高度 化 し,ゲ レ ンデ 状 況 の 変化 しつ つ あ る今 日で は,2メ ー トル 以 上 も

の ス キ ーはや や 不 向 きで あ る。 この至 適 長 に つ いて は,使 用 者 の技 術 程

度,雪 質 等 の ゲ レンデ条 件 に よ って異 な る の で一一概 に規 定 で きな いが,

西 ドイ ツの ワル ター ・クフ ラ ーの 実 験 に よる と,65cm～125c皿 まで の

ス キ ーでは,そ の方 向性 が 非 常 に 悪 く,丁 度 よい妥 協 点 と して140㎝ を

(17)

見 出 した といわ れ,と くに初 心 者 では この長 さが一 番 よか った と報 告 し

て い る。

② 日本 ス キ ーヤ ーの欠 点

日本に 来 日 した 外 国 人 ス キ ー教 師 の 等 しく指摘 す る点 は,「 日本 人 は

器 用す ぎ る」,「物 まね が 大 変 うまい」 とい う点 であ る。 とか く 日本 の ス

(1丁 第9回 イ ン タ ー ・ス キ ー 天 野 誠 一,他 ス キ ー ジ ャー ナ ル 社
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キーヤ ーは,フ ォームの枝葉末節 の動 きに こだわ りす ぎ,肝 心な技術の

根元 を忘れがちであ る。抱 え込み送 り出 しの ターンの外面だけを見て,

これを まね て も実 践の場 で応用 できな い ものであ る。身 につ いた技術 と

は,単 なる物 まねではな く,そ の技術の理 論の解明に もとづ き,い かな

る変化 した条 件に も有 効適切に これを使 いこなす ことである。

第2の 欠点 と して指摘 され てい る点は,一 般の練習 で も講習会等にお

いて も,練 習場 にば か りへば りつ きす ぎるとい うことであ る。 小樽の場

合,簡 単な練習場 と しては,身 近に い くらで もあ るとい うことで練習条

件が整いす ぎてい るとい う欠点 もあろ うか と思われ る。 また,北 海道 の

雪質が良す ぎるとい う点 もあって,変 化 した雪質に弱 いとい う面 もでて

いる。雪質,斜 面等 の変化す る条 件に適応 した有効適切 な滑降技術 を身

につけ るためには,高 い長 い斜面の山を利用 して実践 的練習をす る機会

を多 くもっことであ る。

IV世 界 におけ るスキ ー技術の統一化

世 界 ス キ ー指 導 者 会 議 の 目的 は,「 世 界 の ス キ ーを ひ とつ に 」 とい うこ と

で あ るρ 過 去7回 まで の この会 議 で は ・ オ ース トリアの バ イ ソシ ュピール か

フ ラソ スの ローテ ィシ コンか とい った激 しい対 立 に 終 始 して い た わけ であ る

が,第8回 の アス ペ ンで行 な わ れ た 会議 で は,こ れ らの 論 争 は 影 をひ そ め,

一 般 ス キ ーヤ ーの た め に簡潔 で優 れ た指 導 法 を 開発 しよ う とい った様 子 が う

か が わ れ,こ の 会議 本 来 の 目的 に 一 歩近 づ い た よ うで あ る。

過 去 に お け る争 点 の第 一 は,回 転 時 に お い て,オ ー ス トリアは ター ソ の外

側 に 上体 を逆 に ひね る こ とを 主 張 し,他 方,フ ラ ン スは タ ー ンの順 な 方 向に

上 体 を 先 行 させ る こ とに よって 回 転 を導 くとい った,上 体 の動 きに そ の対 立

が み られ た。 しか し,こ れ らの対 立 も第8回 の アス ペ ソの会 議 にお い て よ う

や く両者 の歩 み 寄 りが み られ た。 それ は,タ ー ンを導 き 出す 主 導 権 は,上 体

の動 きで は な く,下 肢 の動 きた あ る とい う理 解 の も とに,上 体 の動 きは必 要

に応 じて,逆 ひ ね りや,順 な方 向へ の 先行 もあ り うる とい った考 え方 に 基 づ
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くもの で あ る。

第 二 の争 点 は,タ ー ンの キ ッカケ の際 の 問題 で あ るが,従 来,オ ース トリ

アは伸 身 抜 重,フ ラ ンスは 屈 身抜 重 とそ れ ぞれ 相 反 す る主 張 を して きた わけ

で あ る。 ところが,サ ン ク リス トフで 開か れ た 第3回 世 界 ス キ ー教 師 講 習 会

の席 上 に お い て,ク ル ッケ ンハ ウザ ー教 授 は,「 私 た ち の新 し く研 究 して い

る技 術 は,1968年 アスペ ンの 世 界 ス キ ー指 導 者 会議 で,フ ラ ンスが 発 表 した

ジ ェ ッ ト ・シ ュヴ ソ クであ り,フ ラ ソス の この 研 究 の成 果 に対 し心 か ら敬 意

ロの
と感 謝 を 表す る。」 と述べ,さ らに第9回 の ガル ミッシ=大 会(1972年)の

デ モ ソ ス トレーシ ョソに お い て オ ー ス トリアは,伸 身抜 重 に よ る上 下 動を 極

力 少 な く し,積 極 的 な脚 部 の 左右 へ の運 動 に よっ て スキ ーを操 作 し,屈 身 抜

重 を主 要 な運 動 の要 素 と して い る。 この ガ ル ミ ッシ'ユに お け るデ モ ン ス トレ

ーシ コソ と クル ッケ ンハ ウザ ー教 授 の発 表 に よっ て ,こ の論 争 に も一 応 の 結

論 が でた 形 とな った。 しか しな が ら,伸 身 抜 重 が 世 界 の ス キ ー技 法 か ら消 え

去 った の で は な い。 ス キ ー技 法 の ひ とつ の方 法 と して,オ ース トリアに もフ

ラン スの タ ー ンの要 素 に も依然 と して残 って い るの であ る。

第9回 世 界 ス キ ー指 導 者 会議 の発 表 論 文 の中 で,フ ラ ンス の ル ネ ・シ ュル

ピスは,「 いか な る国 の人 で も,初 心 者 は 同 じ程度 の技 術 的 困難 さ と心理 的

困難 さの両 方 に 直 面 す る。 フ ラ ンス は初 心者 と レーサ ー の技 術 を 論理 的 に結

び つ け よ うと努 力 して きた。 この結 びつ きを 確 立 す るた めに,ひ とつ の方 法

で は な く,い ろ い ろ の方法 を採 用 し,ス キ ー ・ス ク ールの 生徒 が そ の 能力 に

応 じて進 歩が で き る よ う試 み てみ た 。 将 来 い っか世 界 ど こで も,ス キ ーヤ ー

に と って進 歩 のた め の 方法 が 同 じものに な る とい うこ とが,わ れ われ の希 望

で あ り,タ ー ン時 の 脚 部 に生 ず る条 件 に 付随 す る基 本的 な動 きは,世 界 中 ど

く　

こ で も同 じは ず で あ る」 と述 べ て い る よ うに,ス キ ー ヤ ー の 個 性 や 各 種 技 術

の 特 長 を 指 導 過 程 に 生 か し,各 種 条 件 に よ っ て,そ れ な りに 適 応 す る技 法 と

⑯ オース トリア ・スキーの大 きな転 換 スキー ジャ■一一一ナル 昭和45年5月1日

発行

㈹ 前掲,第9回 イ ンタースキー 天野誠一.他 スキ ージ ャーナル社
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指 導 法 こそ 重 要 な もの と思 う。

この よ うに して,タ ーン の技 法 上 に お け る共 通 理 解 が 生 まれ,さ らに世 界

の ス キ ーは情 報 化 時 代 とス キ ー技法 の 国際化 の 中 で新 しい 技 術 開発 が 進 ん で

い くこ とで あ ろ う。

最 近 に お け る世 界各 国 の技 法 と して は,フ ラ ンス の アバ ル マ ン,西 ドイ ツ

の シ ュロイ ダ ー ・テ ク ニ ック,オ ー ス トリアの ヴ ヱー レソ ・テ クニ ック,ス

イ スのOKテ クニ ック,日 本 のCD型 タ ー ン等,そ れ ぞ れ 名 称 は異 な っ て い

るが 内 容 的 に 同 じ発 想 の新 技法 が 開 発 され て い る。 しか し,こ れ ら技 法 の指

導 体 系 で は,殆 ん どの 国が 上級 また は 仕上 げ の段 階 に組 み 入れ て い る のに対
く　の

し,オ ー ス トリア は基 礎 練 習 の課 程 に組 入れ て い るな どの相 違 が み られ る。

これ は,オ ー ス トリアの ヴ ェー レン ・テ クニ ックは,回 転 後半 の角 付 けか

ら屈 膝 平 踏 み に よって先 落 しを 行 な い,ス キ ーを フ ラ ッ トの状 態 に し,さ ら

に そ こか ら横 ず れ を 使 って 回す とい った 感 じの もの に対 し,フ ラン スの アバ

ル マ ソは,横 ず れ を極 力 避 け,ス キ ー の先端 方 向 ヘ スキ ーを と らえ なが ら送

り出 してや る とい った,い わゆ るス ピー ドに対 す る有 効 な ター ン とい う感 じ

に 対 し,ヴ ェー レンはや や 低 速 の中 で も利 用可 能 な技 術 と い う面 で の違 い で

あ ろ う。

この よ うな 点 で,す べ て の技 術 を す べ て の ス キ ーヤ ーに 無理 に は め込 む べ

き では な いが,完 全 な世 界 の技 術 的統 一化 に達 す る までに は今 少 し時 間が 必

要 で あ ろ うと思 わ れ る。

V結 語

以上,ス キー技術 の推移について記 述 してきたが,ス キ ー人 口の増加に伴

い,新 しい技術が 開発 され,指 導法 の進歩 に よって初心者 も単期間 で一応の

滑 りを習得 できる よ うにな り,老 若 男女を問わず一 般 スキ ーは大衆的 スポー

ツと して異常な までに発展 しつつ あ る。 これに呼応 して業者は,ゲ レンデの

拡張や リフ トの増設 を競い,さ らに新設 スキ ー場 の建設 とスキー客の観誘 に

⑳ 前掲,第9回 イ ソタースキー 指導 の世界的 な傾 向 スキー ジ ャーナル社
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懸命であ る。

この よ うに 一般 スキ ーが 普及 し,発 展す ることは 誠に喜ば しい ことであ

る。 しか し,反 面,最 近 の ゲレンデの混雑 に伴 う憂慮すぺ き数 々の問題が 出

てい る。 と くに大 きな問題 はスキー場 の安全管理 であ る。

スポー ツ活動においては,自 分 自身は勿論,他 のスキーヤ ーに対 して も傷

害 を起 させな い よう心がけ ることがお互いの義務 である。ス キ ーは 「楽 しく

安全 に」 を原則 と しなければ な らない。 スキ ーに よる傷害 は,ス キー人 口に

比例す るかの ように年 々増加(推 定 スキ ー人 口の1～2%)し,大 型化 して

い る。 しか し,こ れ も今 までの 調査結果 では,不 可抗力 に よるものは15%

程度 であ り,他 の殆ん どは正 しい基礎技術 を身 につけ,ス キ ーヤ ー同志 の細

心 の注意に よって未然 に防止 できるものばか りであ る。 と くに,受 傷者 の約

70%が 技術未熱に よる 初心者であ る点,今 後 これ ら初心者指導が最 も重要

な課題 であ り,初 心者 に基礎技術 を充分習得 させ る配慮が必要であろ う。

現在,ス キー場 におけ る傷害対策 と しては,パ トロール制度 やスキー指導

員に対す る 救急法 の教育を 義務づけ,ス キ ー場 の 傷害対 策にあたっている

が,こ れ らには管理 権や管理責任 はない。 しか も,営 利を 目的 とす るスキー

場 の管理 に奉仕団体であ るパ トロール隊や指導 員が,こ れに当た ってい る現

状は何 と して も理 解に苦 しむ 点である。 さ らに,ス キー場経 営者 は,ス キ ー

場 の施 設,整 備,サ ー ビス に は力 を入 れ るが,ス キ ー場 の 安全 管 理 に つ い て

は ノータ ッチ といって もいい状態 であ る。

傷害原 因のひ とつに,ア ルペ ンー辺倒の混雑す るゲ レンデ条件 等に も問題

が あ り,今 後 これ らの問題解決 に対 しては,国 や地方 自治体,ス キー連盟が

一体 とな って強力 な組織を作 り,楽 しく安全なスキ ーを さ らに発展 させ るた

め,抜 本的施策 と環境の整備 を真剣 に考 えていかなければな らない。




